
東 京 で 使 う 水 の 約 8 0 ％ が

遠 方 の ダ ム を 水 源 と す る

東 京 の 上 水 道 水 源

利 根 川 ・ 荒 川 水 系

多 摩 川 水 系

そ の 他 3 %
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㎥ / 日

水 源 量

都 市 環 境

へ の 影 響

自 然 環 境

へ の 影 響

人 や 生 き 物 と の

関 係 へ の 影 響

か つ て 水 の 都 と 呼 ば れ て い た 東 京 に は 膨 大 な 水 が 存 在 し て い る 。 し か し そ の 水 は 都 市 に 隠 さ れ 私 た ち の 見 え な い と こ ろ に 存 在 し て い る 。

見 え な い 水 や 水 シ ス テ ム は 都 市 に 様 々 な 悪 影 響 を 与 え て い る 。

修 士 研 究 ・ 修 士 制 作 を 通 し て 東 京 の 新 し い 水 循 環 を 考 え て き た 。

そ し て 見 え な い 水 を 顕 在 化 さ せ る こ と で 小 さ な エ リ ア 内 で 完 結 す る 水 循 環 を 導 き 出 し た 。

本 提 案 は 新 し い 水 循 環 を 生 み 出 す グ リ ー ン イ ン フ ラ 「 マ チ ダ ム 」 を 計 画 す る こ と で 都 市 問 題 を 解 決 し 。 遠 方 の ダ ム に 頼 ら な い 東 京 の 水 利 用 モ デ ル の 提 案 で あ る 。

東 京 マ チ ダ ム プ ロ ジ ェ ク ト

東 京 の 水 問 題 - 見 え な い 水 の 存 在 -

１ - １ .  ” 見 え な い 水 ” と は

１ - ２ .  現 在 の 見 え な い 水 シ ス テ ム

１ - ３ .  見 え な い 水 が 引 き 起 こ す 問 題

１ . 問 題 提 起

０ . 提 案 概 要

都 市 に 存 在 す る 水 に は 自 然 界 の 水 と イ ン フ ラ と し て の 水 の 2 つ の 種 類 あ る 。

都 市 の 大 地 は コ ン ク リ ー ト で 覆 わ れ て お り

そ の 上 に は オ フ ェ ス や 住 居 な ど 様 々 な 建 物 が 密 集 し て い る 。

ど ち ら の 水 も 存 在 が 隠 さ れ て い る た め 私 達 が 水 を 見 る こ と は ほ と ん ど な い 。

し か し 実 際 は 都 市 の 中 に は 膨 大 な 水 が 存 在 し て い る 。

自 然 界 の 水 （ 雨 水 ・ 河 川 の 水 ） イ ン フ ラ と し て の 水 （ 上 水 道 ・ 下 水 道 ）

地 下 に は 膨 大 な 水 が 流 れ て い るひ と つ ひ と つ の 建 物 が 膨 大 な 水 を も っ て い る

都 市 で 水 を 見 る こ と は 少 な い が

現 在 の 水 道 シ ス テ ム

都 市 は 様 々 な イ ン フ ラ が 密 集 し 絡 み 合 っ て 成 立 し て い る 。

そ の た め ひ と つ 問 題 が 起 き る と 連 鎖 的 に 都 市 に 影 響 が 及 ぶ 。

水 は 都 市 全 体 に 広 く 普 及 し て い る た め 見 え な い 水 に よ っ て

引 き 起 こ さ れ る 問 題 は 広 範 囲 に 渡 り 規 模 も 大 き い 。

見 え な い 水 と そ の シ ス テ ム に よ っ て 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 や

地 下 水 の 減 少 な ど 都 市 環 境 や 自 然 環 境 に 様 々 な 問 題 が 起 き て い る 。

ま た 水 シ ス テ ム を 支 え る 施 設 や 設 備 は な ど の イ ン フ ラ の 老 朽 化 が 進 み 、

近 年 顕 著 に な っ て い る 環 境 の 変 化 や こ れ か ら 起 こ る で あ ろ う

自 然 災 害 に 対 応 で き な く な っ て き て い る 。 人 の 水 へ の 意 識 も 薄 れ 、

水 の 扱 い が ぞ ん ざ に な っ て し ま っ て い る の で は な い か 。

東 京 都 心 の 人 工 被 覆 率 は 9 0 % を 超 え る 。

雨 水 は 地 面 に 浸 透 せ ず 下 水 管 や 河 川 へ 直 接 流 入 す る 。

雨 水 の 利 用 は 1 % に も 満 た な い 。 ほ と ん ど 利 用 さ れ ず に 流 れ て い く 。

自 然 界 の 水

イ ン フ ラ と し て の 水

現 在 の 水 シ ス テ ム で は 自 然 界 の 水 も

イ ン フ ラ と し て の 水 も 迅 速 に 処 理 を さ れ 流 さ れ て い く 。

都 市 で 使 わ れ る 水 は 遠 方 の ダ ム か ら 見 え な い と こ ろ で 処 理 を さ れ 届 け ら れ る 。

私 た ち は そ の 水 を 日 々 大 量 に 使 用 し て い る が 、 水 を 見 た り 触 れ た り す る こ と が で き る の は

蛇 口 を ひ ね り 排 水 口 へ 流 れ る ま で の 間 だ け で あ る 。

雨 水 は 迅 速 に 下 水 管 や 河 川 へ 流 さ れ る 河 川 は 高 速 道 路 や 建 物 に よ っ て 蓋 を さ れ て い る

海洋汚染

下水道への負担増加

河川の水の減少

水のアクティビティの減少 水への意識の低下

ゲリラ豪雨の増加

地下水・湧水の減少・消失

ヒートアイランド現象

生態系の減少

ダム

河川

降
雨

蒸
発

浄化処理

下水処理

都市部

海
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見 え な い 水 の 変 遷 か ら こ れ か ら の 水 循 環 を 考 え る

見 え な い 水 の 存 在 や 問 題 点 な ど 述 べ て き た が 、 か つ て 東 京 は 水 の 都 と 呼 ば れ 人 と 水 は 密 接 に 関 わ っ て い た 。

こ れ か ら の 水 循 環 と し て 水 を 顕 在 化 さ せ る シ ス テ ム や 空 間 を 創 出 す る こ と で 、

都 市 問 題 を 解 決 す る き っ か け と な り 、 人 と 水 と の 関 係 を 再 び つ く れ る の で は な い か 。

浅井戸

水道共用栓

水運利用

水運利用

少なくなる

水運から

陸運へ

水道設備

の拡大

ダム

ダムの枯渇

水道の普及

ゲリラ豪雨の増加

高速道路の建設

河川の暗渠化

などが進む

インフラの

老朽化

雨水

再生水

インフラの拡充

再 生 水 ・ 雨 水 を 水 源 と し 小 さ な エ リ ア 内

で 水 を 見 え る 化 し 溜 め 、 利 用 し て い く

遠 方 か ら の 水 を 地 下 の 水 道 管 に

よ っ て 都 市 全 体 に 行 き 渡 ら せ る

今 ま で の 水 循 環

▶

こ れ か ら 水 循 環

浅 井 戸 か ら 水 道 共 用 栓 と な り 蛇 口 か ら

水 が 供 給 さ れ 始 め る 。 近 代 水 道 シ ス テ ム が 始 ま る 。

依 然 と し て 水 の 供 給 は 安 定 し て お ら ず 大 切 に

使 わ れ て い た 。

河 川 の 利 用 は 陸 運 の 発 達 に よ り 徐 々 に 少 な く な て い く 。

都 市 部 を 中 心 に 水 道 整 備 の 拡 大 が 行 わ れ

家 庭 で も 水 道 が 普 及 し 始 め る 。

水 道 の 整 備 の た め 河 川 が 埋 め 立 て ら れ

水 の 姿 が 徐 々 に 無 く な っ て い く 。

河 川 の 利 用 は ほ と ん ど 無 く な っ た 。

生 活 用 水 は 浅 井 戸 か ら 水 を 汲 み

水 瓶 に 保 存 し て 使 用 し て い た 。

水 の 供 給 が 安 定 し て い な か っ た た め

大 切 に 使 わ れ て い た 。

河 川 は 物 資 の 運 搬 や 移 動 手 段 と し て 人 々 に 利 用 さ れ て い た 。

遠 方 に ダ ム が つ く ら れ た こ と で

一 般 家 庭 の 上 水 道 の 普 及 が 進 ん だ 。

制 限 な く 水 を 使 え る よ う に な り

人 に と っ て の 水 の 価 値 は 薄 れ て い っ た 。

河 川 に 背 を 向 け て 建 築 が た て ら れ た り

高 速 道 路 に よ っ て 河 川 は 隠 さ れ て い っ た 。

ま た 下 水 道 の 整 備 の た め に 暗 渠 化 が 進 ん だ 。

水 の 存 在 は 都 市 か ら ほ と ん ど 感 じ ら れ な く な っ た 。

環 境 の 変 化 や 老 朽 化 に よ り 今 ま で に つ く ら れ た

設 備 が 対 応 で き な く な っ て き て い る 。

ゲ リ ラ 豪 雨 の 影 響 で 河 川 の 急 な 増 水 や

ダ ム へ の 降 水 の 減 少 な ど に よ る 渇 水 の 危 険 性 が 高 ま り

人 は 水 に 対 し 危 険 を 感 じ 、 さ ら に 制 御 し よ う と す る 。

地 下 に 設 備 を 作 る こ と で 都 市 の イ ン フ ラ は さ ら に 複 雑 に な り

人 と 水 の 距 離 は こ れ か ら ま す ま す 離 れ て い く の で は な い か 。

遠 方 に 水 源 を お く の で は な く 、

建 物 （ 再 生 水 ）・ 雨 水 を 水 源 と す る こ と で

小 さ な エ リ ア で 水 を 集 め 、 貯 め る こ と で 有 効 に

利 用 し て い く こ と が で き る の で は な い か 。

ま た 水 を 顕 在 化 さ せ る こ と で 都 市 問 題 を 解 決 し 、

人 と 水 と の 距 離 を 近 づ け ら れ る の で は な い か 。

２ . 提 案 構 想 東 京 マ チ ダ ム プ ロ ジ ェ ク ト３ . 設 計 構 想

① マ チ と 共 存 し ② 雨 水 と 再 生 水 を 受 け 入 れ ③ 水 の 地 産 地 消 を 行 う グ リ ー ン イ ン フ ラ で あ る 。

小さなエリア内で完結する水循環を創出するため、新しいグリーンインフラとしてマチダムを提案する。

既存のダムのように大規模で遠方にあるものではなく、マチの中にありマチと共存するダム。

都市の建物のひとつひとつがダムであり、膨大な水を持っている。雨は都市に大量の水をもたらす。

その見えない水をマチダムシステムによって顕在化させ都市のなかに組み込み利用していく。

水のオフグリット化をすることで遠くのダムへの負担を減らし、小さなエリア内で水を循環させていく。

新しい水循環やその空間は都市のレジリエンスを高め、失われてしまった人と水との関係を再構築する。

水 源 は 建 物 か ら の 再 生 水 と 雨 水 と す る 。 そ の 水 の 貯 留 場 を 都 市 の 中 に 組 み 込 み 利 用 し て い く 。

1

2

2

3

1

再 生 水

水 源

雨 水

水 源

水 源 ： 建 物1

▼

マ チ ダ ム

▼ ▼
汚 水 を 水 処 理 プ ラ ン で 浄 化 処 理 し

ポ ン プ ア ッ プ で 地 上 へ

2 緑 溝 や 雨 庭 、 透 水 性 舗 装 な ど の

グ リ ー ン イ ン フ ラ を 利 用 し 集 水

2

地 形 の 高 低 さ を 利 用 し 高 い 場 所 か ら 低 い 場 所 へ

　 溜 め な が ら 徐 々 に 低 い 場 所 へ 流 し て い く

3

水 源 ： 雨 雲1

３ - １ .  ” マ チ ダ ム ” と は ？

３ - ３ .  マ チ ダ ム が 都 市 へ も た ら す こ と

３ - 2 . マ チ ダ ム シ ス テ ム

見えない水が顕在化されることで、都市の中で有効利用されることで様々なメリットが得られる。

冷却効果によるヒートアイランド現象の緩和

地面浸透による地下水の増加 / 河川への定期的な水の流入 / 浄化水流入による河川の水の水質改善

水 と の ふ れ あ い の 増 加 / 水 へ の 意 識 向 上 / 都 市 の 緑 地 の 増 加 / 生 態 系 の 創 出

調整池の機能 : 下水道への負担軽減、河川の急激な増水を防ぐ/

都 市 環 境 の 問 題

都 市 環 境 へ の マ チ ダ ム の 作 用

自 然 環 境 へ の マ チ ダ ム の 作 用

自 然 環 境 の 問 題

海 洋 汚 染河 川 の 水 の 減 少地下水・湧水の減少・消失

下 水 道 へ の 負 担 増 加ゲ リ ラ 豪 雨 の 増 加ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象

水のアクティビティの減少 水 へ の 意 識 の 低 下 生 態 系 の 減 少

人 や 生 き 物 と の 関 係 の 問 題

人 や 生 き 物 と の 関 係 へ の マ チ ダ ム の 作 用

都 市 環 境

自 然 環 境

人 や 生 き 物 と の 関 係

マ チ ダ ム シ ス テ ム - 水 の 動 き

マ チ ダ ム に よ っ て 見 え な い 水 を 顕 在 化 さ せ る
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公 園 エ リ ア ： 住 宅 ・ 事 務 所 エ リ ア ：

水 の 広 場 エ リ ア ：

青 山 霊 園 エ リ ア

水 の 広 場 エ リ ア

住 宅 エ リ ア

住 宅 ・ 事 務 所 エ リ ア

公 園 エ リ ア
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４ . 設 計 計 画

霊園は谷地形であり

道はグリッド状に

通っている

既存の地形を利用し

水盤をつくる

雨が降ると水盤に水が溜まる

水盤の上に既存の道の

グリッドをかける

水盤の上にお墓を建てる

樹木のところに水汲場を設置

樹木の部分に水汲場をつくることで樹木がランドマークとなる。

水汲場の水は降った雨を貯水タンクに貯め雨水を利用する。

長期間雨が降らなかった場合のみ上水道を利用する。

地面にゆっくりと浸透していくか、溢れ出た分はダム穴へながすことによって

地下へ水が入っていく風景となる

1

現在公園内は樹木が多く

都市の中の貴重な緑の空間である

1

既存の樹木を残すために

幹から約半径 4m 離れたところから

水盤をつくりはじめる

2

散策路やデッキを配置することで

水を感じながら公園内に滞在できる

3

2

3

4

地 形 を 利 用 し な が ら 水 盤 を デ ザ イ ン す る 。 雨 の 日 に は 全 体 が 水 の 空 間 と な り 水 が 落 ち る 音 に 包 ま れ る 。

晴 れ の 日 は 水 の あ る 場 所 、 な い 場 所 の コ ン ト ラ ス ト が 生 ま れ 天 候 に よ っ て 変 わ る 風 景 と な る 。

水 盤 を 配 置 し 既 存 樹 木 を 残 す こ と で 生 ま れ た 空 間 に

散 策 路 を つ く る こ と で ど こ で も 水 の 存 在 を 感 じ る 。

既 存 の 樹 木 を 残 し 、 全 体 に ヨ シ 原 を 配 置 す る こ と で 水 が 流 れ て い る 間 、 水 質 を 浄 化 す る こ と が で き る 。

水 は 最 終 的 に 青 山 霊 園 か ら き た 水 と 公 園 ・ 住 宅 エ リ ア を 流 れ て き た 水 が 合 流 し 、 敷 地 内 の 最 終 地 点 で

地 面 に 浸 透 し て い く か 、 オ ー バ ー フ ロ ー し た 水 は ダ ム 穴 か ら 下 水 道 本 管 へ 流 れ る 。
建 物 の 屋 根 や 道 路 に 降 っ た 雨 も 貴 重 な 水 資 源 と な る 。

グ リ ー ン イ ン フ ラ を 利 用 す る こ と で 集 水 し 水 を 無 駄 な く 活 用 し て い く 。

道路の中央に植栽帯を設け、そこに降った雨や建物の屋根に降った雨を雨どいを通して排水し

緑溝と呼ばれるグリーンインフラを利用し雨を集水する。

場所によっては雨どいから直接水盤へ水を流し入れる。

素早く流してしまうのではなく、ゆっくりと流すことで河川や下水道への負担軽減となる .

高層ビルからの汚水を水処理プラントで浄化処理を行う

浄化された水は貯水槽へ送られ 1 時間に

1 回ポンプアップし地上へ送られる

地下から水が湧き出でくるように放水される

水 の 起 点公 園 内 の デ ザ イ ン 雨 の 集 水 水の終点

B e f o r e

青 山 霊 園 デ ザ イ ン ダ イ ア グ ラ ム

東 京 マ チ ダ ム プ ロ ジ ェ ク ト

４ - １ . 制 作 敷 地 に つ い て

４ - 2 . 設 計 デ ザ イ ン

青山霊園

敷地
範囲

蛇 之 池

笄 川

渋 谷 川

住宅

オフィス

住宅

オフィス

住宅

公園

オフィス

高層ビル

制 作 敷 地 場 所

南 青 山

制 作 敷 地 地 形

制 作 敷 地 歴 史

本 提 案 で は 南 青 山 を 敷 地 と し て 計 画 す る 。

こ の 場 所 に は 高 層 ビ ル 、 事 務 所 ビ ル 、

住 居 な ど 建 物 が 密 集 し て い る 。

青 山 霊 園 や 公 園 、 オ フ ィ ス や 図 書 館 、

大 学 な ど が あ り 多 く の 人 が 訪 れ る 場 所 で あ る 。

か つ て 蛇 之 池 が あ り

そ の 池 が 水 源 と な り 笄 川 が 、

台 地 と な っ て い る 青 山 霊 園 の

谷 筋 に 沿 っ て 流 れ て い た 。

現 在 蛇 之 池 は 埋 め 立 て ら れ 、

笄 川 は 暗 渠 化 さ れ

下 水 道 幹 線 と し て 使 わ れ て い る 。

こ の 地 形 を 利 用 し 計 画 す る こ と で

こ の 敷 地 全 体 が か つ て の 蛇 之 池 の よ う に

水 源 と し て 新 し い 水 循 環 の 起 点 と な る 。

多 く の 人 が 訪 れ る 場 所 に マ チ ダ ム を 計 画 す る こ と で

水 の 存 在 を 啓 発 す る 空 間 と な り 青 山 の シ ン ボ ル と な る 。

青 山 霊 園 は 台 地 と な っ て い て

一 部 が 谷 に な っ て い る 。

住 宅 地 側 も 敷 地 の 北 か ら 南 に 向 け

傾 斜 し て い る 。

N
●▲

マチダム

▼

既 存 の 谷地形を生かしながら

様 々 な 落差で水が落ちていく

よ う に地形を操作する

青山霊園の特徴であるグリットを

敷地全体にかけることで

一体感のある空間にする

既存樹木を残しながら

中央に並木道を通すことで

空間にメリハリをつける

既存 - 地 形 既 存 - 道

A f t e r

既 存 - 樹 木 提 案 - 地 形 提 案 - 道 提 案 - 樹 木

敷 地 全 体 ： 敷 地 全 体 を 大 き な レ イ ン ガ ー デ ン の よ う に と ら え 、 既 存 の 地 形 や 道 、 樹 木 を 生 か し な が ら 計 画 す る 。

青 山 霊 園 エ リ ア ：

合併浄化槽貯水槽

▼＋30.75

ポンプ
下水道本管

( T . P . + 2 2 . 0 )

ダム穴
▼24 . 5 0



貯

プ

プ

プ

プ

プ

貯

プ貯

貯 水 能 力 　 5 6 5 0 m 3 貯 水 能 力 　 3 4 2 0 m 3
 ９ 月 9 6 1 t / 日

1 2 月 2 2 2 t / 日
 流 入 雨 量 （ 日 平 均 ）

 ９ 月 4 0 3 t / 日

1 2 月 　 9 4 t / 日
 流 入 雨 量 （ 日 平 均 ）

下 水 道 本 管 へ

常 に 水 が あ る エ リ ア （ 高 層 ビ ル 、 住 宅 、 公 園 側 ）

地 形 の 高 低 差 を 利 用 し 水 を 徐 々 に 落 と し て い く

雨 天 時 の み 水 が あ る エ リ ア （ 青 山 霊 園 側 ）

雨 天 時 の み 水 が あ る エ リ ア

流 入 雨 量 と 貯 水 能 力

敷 地 全 域 の 水 の 動 き

常 に 水 が あ る エ リ ア （ 高 層 ビ ル 、 住 宅 、 公 園 側 ）雨 天 時 の み 水 が あ る エ リ ア （ 青 山 霊 園 側 ）

集水面積

　 8 3 3 0 0 m 2

雨 量 （ 日 平 均 ）

 ９ 月 ： 5 8 0 t / 日

1 2 月 ： 1 3 4 t / 日

※
１

集水面積

　 5 4 7 0 0 m 2

雨 量 （ 日 平 均 ）

 ９ 月 ： 3 8 1 t / 日

1 2 月 : 　 8 8 t / 日

２

常に水のあるエリア

雨 天 時 の 雨 量 と 水 の 貯 溜

再 生 水 量

2 4 0 0 t / 日

貯 水 能 力

3 4 2 0 m 3

高 層 ビ ル 4 棟 か ら 汚 水 を

浄 化 処 理 す る こ と で

１ 日 2 4 0 0 t の 再 生 水 を

得 る こ と が で き る 。

常 に 水 が あ る エ リ ア の

貯 水 能 力 は 3 4 2 0 m 3 な の で

水 は 約 1 . 5 日 で 入 れ 替 わ る 。

高層ビル群

高層ビル群

公園

住宅・事務所

住宅地

青山霊園

再 生 水 量 と 貯 水 能 力

青山霊園側の集水面積と雨量

４ - ３ . 水 の 動 き に つ い て ４ - ４ . 風 景 の 変 化

雨 天

雨天から 1 0 日 間 晴 天 が 続 い た 時1 m m / h の 雨 が 8 時 間 降 っ た 時

5 0 m m / h の 雨 が 1 0 分 降 っ た 時 6 m m / h の 雨 が 3 0 分 降 っ た 時

ゲ リ ラ 豪 雨

晴 天

夕 立

水 の 動 き と し て 敷 地 の 地 形 を 利 用 し

高 い 方 か ら 低 い 方 へ と 溜 め な が ら

徐 々 に 流 し て い く 。 高 層 ビ ル 、

公 園 ・ 住 宅 側 は 再 生 水 を 受 け 入 れ

常 に 水 が 存 在 す る の に 対 し

霊 園 側 は 雨 水 の み 貯 溜 す る の で

雨 天 時 の み 水 が 存 在 す る 。

高層ビル、住宅、公園側の集水面積と雨量

集水面積

　 1 9 5 0 0 m 2

雨 量 （ 日 平 均 ）

 ９ 月 : 1 3 5 t / 日

1 2 月 :  3 3 t / 日

３

集水面積

　 3 8 4 0 0 m 2

雨 量 （ 日 平 均 ）

 ９ 月 : 2 6 8 t / 日

1 2 月 ： 6 1 t / 日

４

 ※ 9 月 （ 一 番 雨 量 が 多 い 月 ） 1 2 月 （ １ 番 雨 量 が 少 な い 日 ）

再 生 水 水 源 （ 高 層 ビ ル ）

貯 水槽水処理プラント

水の動き

常に水のあるエリア

雨天時のみ
水のあるエリア

C - C ’ 断 面 図 S = 1 : 2 5 0

B - B ’ 断 面 図 S = 1 : 2 5 0

A - A ’ 断 面 図 S = 1 : 2 5 0

G.L.

マ チ ダ ム の 広 が り５ . 未 来 像

マ チ ダ ム を つ く る こ と で 小 さ な エ リ ア 内 で 完 結 す る 水 循 環 が 生 ま れ る 。

そ し て 東 京 の 見 え な い 水 を 顕 在 化 さ せ 、

都 市 の 中 に 組 み 込 ん で い く こ と で 東 京 は 再 び 水 の 都 と な る 。

天 気 や 時 間 経 過 に よ っ て 風 景 が 変 化 し て い く 。


